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こ
こ
に
紹
介
し
よ
う
と
す
る
「
規
則
守
福
路
」
は
、
塚
本
孝
左
衛
門
（
幼
名
、
万
蔵
）
の
養
嗣
子
貞
治
郎
が
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
に
甲
斐
の
西
南

部
に
位
置
し
、
富
士
川
三
岸
の
一
つ
で
あ
る
青
柳
の
出
店
土
蔵
で 

作
成
し
た
、
商
い
に
従
事
し
始
め
た
二
十
二
歳
か
ら
の
思
い
出
の
記
を
含
む
長
文
の
家

訓
で
あ
る
。
原
題
の
意
は
「
規
則
守
袋
」
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

孝
左
衛
門
家
は
、
近
江
国
神
崎
郡
川
並
村
の
出
身
で
あ
る
。
近
江
商
人
と
し
て
著
名
な
塚
本
定
右
衛
門
の
一
統
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
定
右
衛
門

家
に
は
、
同
属
の
塚
本
源
三
郎
に
よ
っ
て
大
正
期
に
編
纂
整
理
さ
れ
た
一
連
の
『
塚
本
家
譜
』
が
あ
る（
１
）。「
規
則
守
福
路
」
は
こ
の
『
塚
本
家
譜
』
の
な
か

に
包
摂
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
塚
本
家
譜
』
に
含
ま
れ
て
い
る
「
し
の
ふ
草
」
と
「
先
祖
言
行
録
」
に
よ
っ
て
、
孝
左
衛
門
家
の
創
業
の
頃
の
以
下
の
よ

う
な
事
情
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

孝
左
衛
門
の
両
親
は
、「
水
呑
百
姓
よ
り
は
少
し
宜
し
き
農
家
に
て
、家
屋
敷
と
畑
三
ヶ
所
を
所
持
し
、布
洗
ひ
を
業
」
と
す
る
父
浅
右
衛
門
（
法
名
、教
悦
）

と
母
の
ゑ
（
妙
悦
）
で
あ
っ
た（
２
）。
浅
右
衛
門
夫
婦
に
は
五
男
二
女
が
い
た
。
長
男
は
市
右
衛
門
（
幼
名
、
源
六
）、
次
男
は
孝
左
衛
門
（
万
蔵
）、
三
男
は

定
右
衛
門
（
久
蔵
）、
四
男
は
伴
右
衛
門
（
文
弥
）
で
あ
り
、
五
男
は
仲
右
衛
門
（
粂
蔵
）
で
あ
る
。

　

父
浅
右
衛
門
が
寛
政
一
二
年
に
五
八
歳
で
亡
く
な
っ
た
時
、
長
男
は
一
八
歳
、
天
明
七
年
生
ま
れ
の
孝
左
衛
門
は
一
四
歳
、
定
右
衛
門
は
一
二
歳
、
末

弟
は
四
歳
で
あ
っ
た
。
年
上
の
三
人
の
兄
弟
が
商
い
の
道
に
乗
り
出
し
た
の
は
、
父
の
遺
言
と
母
方
の
叔
父
二
人
の
影
響
が
あ
っ
た
と
い
う（
３
）。
母
妙
悦
の

二
人
の
弟
、
与
左
衛
門
と
徳
右
衛
門
は
、
遺
児
と
な
っ
た
甥
達
を
よ
く
教
導
し
た
。
与
左
衛
門
は
駿
河
と
伊
豆
地
方
を
商
圏
と
し
、
徳
右
衛
門
は
信
濃
と

一　
（
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甲
斐
地
方
に
行
商
し
て
い
た
が
、
徳
右
衛
門
は
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
に
甲
府
で
客
死
し
、
与
左
衛
門
も
文
化
一
〇
年
に
死
去
し
た
。
後
継
者
と
な
る

は
ず
の
男
子
は
と
も
に
早
世
し
て
い
た
の
で
、
甥
達
が
商
圏
を
引
継
い
だ
。
長
男
の
市
右
衛
門
が
駿
河
・
伊
豆
を
受
継
ぎ
、
孝
左
衛
門
と
定
右
衛
門
が
信
濃
・

甲
斐
を
商
い
場
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

定
右
衛
門
が
文
化
九
年
、
二
四
歳
の
時
に
甲
府
柳
町
四
丁
目
の
堺
屋
与
治
兵
衛
宅
を
根
城
に
し
て
、
叔
父
与
左
衛
門
か
ら
借
り
入
れ
た
文
金
百
両
と
友

人
九
左
衛
門
か
ら
借
用
し
た
二
〇
両
の
計
一
二
〇
両
の
資
金
で
「
紅
屋
」
と
い
う
小
間
物
問
屋
を
開
業
し
た
の
に
対
し
て（
４
）、
孝
左
衛
門
は
甲
州
青
柳
を
本

拠
と
し
、
西
郡
と
富
士
川
沿
岸
を
得
意
場
と
し
た
。
後
に
定
右
衛
門
の
娘
が
、
孝
左
衛
門
の
養
嗣
子
貞
治
郎
の
妻
と
な
り
、
両
家
は
重
縁
の
関
係
と
な
る
。

　
「
規
則
守
福
路
」
の
前
段
は
、「
塚
本
家
掟
書
之
事
」
と
題
し
て
、
法
度
を
守
る
こ
と
・
火
の
用
心
・
分
限
を
守
る
こ
と
・
殺
生
禁
断
と
い
う
定
例
の
家

訓
形
式
で
は
じ
ま
り
、
そ
の
後
記
述
は
す
ぐ
に
仕
入
や
懸
け
方
の
扱
い
、
記
帳
、
旅
装
、
金
銭
取
扱
い
、
帰
国
時
の
心
得
、
勝
負
事
の
禁
止
、
勤
倹
を
説

く
内
容
に
移
っ
て
い
く
。
特
に
目
を
ひ
く
の
は
、「
人
に
応
答
致
候
ハ
ヽ
行
儀
正
敷
礼
儀
を
調
へ
、
柔
和
に
し
て
無
理
非
道
之
筋
聊
申
間
敷
候
、
猶
商
内
ニ

は
実
意
を
以
て
格
別
高
利
を
貪
り
申
間
敷
候
事
な
り
」
と
、
高
利
を
禁
じ
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

後
段
は
、
賢
人
の
教
え
を
引
き
な
が
ら
、
自
ら
の
半
生
を
交
え
、
忠
孝
と
立
身
出
世
を
中
心
と
す
る
人
生
訓
を
説
い
て
い
る
。
な
か
で
も
「
物
壱
つ
何

に
よ
ら
す
天
の
器
物
な
り
、
さ
れ
ハ
其
道
理
を
真
に
さ
と
り
天
の
冥
鑿
ヲ
畏
れ
て
ほ
し
ひ
ま
ゝ
に
天
物
を
く
た
け
じ
と
思
ふ
べ
き
也
、
是
則
徳
を
な
す
の

本
に
し
て
子
孫
長
久
の
基
な
り
」
と
い
う
文
言
に
は
、
石
門
心
学
の
倹
約
の
精
神
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
孝
左
衛
門
家
は
、
弘
化
頃
の
作
成
と
考

え
ら
れ
る
「
湖
東
中
郡
日
野
八
幡
在
々
持
家
見
立
角
力
」
と
い
う
近
江
商
人
の
番
付
表
に
も
登
場
し
な
い
の
で
（
長
兄
の
市
右
衛
門
家
が
四
段
目
の
右
か

ら
三
番
目
に
記
載
さ
れ
て
い
る
）、
豪
商
と
は
い
え
な
い
小
規
模
の
商
家
な
が
ら
、
普
遍
的
な
規
則
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
家
業
の
永
続
を
願
っ
た
近
江

商
人
の
心
栄
え
を
汲
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

次
に
、
こ
の
よ
う
な
家
訓
制
定
の
動
機
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。
執
筆
者
の
貞
治
郎
は
「
規
則
守
福
路
」
の
末
尾
で
、「
漸
々
あ
ら
ま
し
ハ
商
内
の

法
も
つ
け
、
上
り
下
り
の
時
節
も
定
り
け
れ
ハ
、
是

い
よ
い
よ
他
事
な
く
後
栄
を
は
か
る
べ
き
事
に
そ
思
ひ
候
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
、
商
い
も
一
応

安
定
し
た
時
期
を
見
計
っ
て
、
後
栄
を
ね
が
っ
て
制
定
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、「
只
我
家
に
此
規
法
を
立
て
、
若
き
者
に
告
げ
し
ら
せ
る
為
の

二　
（
一
二
九
）
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序
に
心
得
に
も
な
り
候
て
主
従
両
全
の
は
し
と
も
な
れ
か
し
と
記
し
候
事
ゆ
へ
、
其
分
心
得
可
有
候
、
国
に
法
度
な
く
家
に
規
矩
な
く
て
ハ
風
儀
乱
れ
て

わ
ざ
わ
ひ
お
こ
り
安
く
候
間
、
規
矩
な
く
て
ハ
叶
わ
ぬ
事
ゆ
へ
、
前
条
に
儲
け
候
掟
ハ
当
家
の
法
度
ゆ
へ
家
風
を
乱
し
候
ハ
ヽ
不
忠
の
名
を
う
く
べ
く
候
」

と
記
し
て
い
る
。
こ
の
文
言
を
通
じ
て
、
若
者
を
教
導
し
家
風
を
た
も
ち
、
主
従
一
体
と
な
っ
て
こ
れ
か
ら
大
い
に
家
業
に
励
も
う
と
す
る
時
期
あ
た
り
、

先
ず
規
矩
が
必
要
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
こ
の
家
訓
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、「
規
則
守
福
路
」
の
文
言
か
ら
以
下
の
こ
と
を
知
る
こ
と
も
で
き
る
。
孝
左
衛
門
家
は
こ
の
家
訓
の
作
成
当
時
、
甲
州
青
柳
に
出
店
を
持
ち
、
出

店
支
配
人
の
印
と
し
て
こ
の
家
訓
が
預
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
商
圏
は
信
州
・
甲
斐
・
駿
河
・
伊
豆
の
四
州
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
地
域
は
、

家
訓
の
な
か
の
帳
簿
作
成
規
定
に
よ
っ
て
、
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
甲
斐
に
は
四
月
・
八
月
・
十
二
月
に
下
り
、
駿
河
へ
は
二
月
・
六
月
・
十
月
に
下
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
十
二
月
に
下
っ
て
正
月
に
初
商
い
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
越
年
す
る
場
所
は
甲
斐
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
国
元
の
近

江
本
宅
へ
帰
国
す
る
の
は
、
三
月
・
七
月
・
十
一
月
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
武
蔵
国
吉
川
に
出
店
を
持
っ
て
い
た
近
江
国
日
野
の
西
村
市
郎
右

衛
門
が
『
木
曾
日
記
』
の
な
か
で
、「
在
国
わ
づ
か
四
十
日
に
し
て
ま
た
東
路
の
旅
に
赴
く
」
と
記
し
た
事
柄
と
も
一
致
す
る（

５
）。

　

ま
た
取
扱
商
品
は
、「
小
間
物
品
数
之
事
」・「
荒
物
類
」・「
太
物
類
」・「
呉
服
類
」
の
項
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
詳
細
に
わ
た
っ
て
内
容
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
裁
縫
関
係
の
品
や
化
粧
道
具
、
各
種
紐
類
、
煙
管
と
莨
入
れ
、
足
袋
、
風
呂
敷
、
合
羽
装
束
な
ど
の
小
間
物
類
。
扇
子
、
算
盤
、
蘇
木
、
雪
駄
、

各
種
の
紙
類
、
砥
石
・
包
丁
、
釘
・
針
金
、
蝋
燭
、
唐
傘
な
ど
の
荒
物
類
。
こ
れ
ら
の
商
品
の
販
売
と
運
送
の
方
法
は
、
見
本
帳
を
携
帯
し
て
注
文
を
受
取
り
、

出
店
か
ら
商
品
を
発
送
し
、
中
山
道
を
陸
送
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（
６
）。

　

な
お
、
同
家
の
符
牒
と
し
て
は
、
塚
本
定
右
衛
門
家
と
同
じ
次
の
二
種
類
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

ア
ラ
ヱ
ヒ
ス
フ
ク
ノ
カ
ミ
（
嗚
呼
夷
子
福
の
神
）

　

マ
メ
ト
セ
イ
ヤ
ウ
チ
ヨ
ル
（
健
や
か
に
渡
世
し
家
内
集
る
）

　

三　
（
一
二
八
）
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・
原
文
に
は
適
宜
読
点
を
付
し
た
。

 

・
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
た
。

 

・
か
な
は
現
行
の
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
に
改
め
た
。
た
だ
し
江
、
之
、
而
と

は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

 

・
明
ら
か
な
誤
字
や
、
誤
字
を
確
認
で
き
な
い
が
原
文
の
ま
ま
と
し
た
場
合
は
、「
マ
マ
」
を
付
し
た
。
明
ら
か
な
脱
字
は
補
正
し
て
「
欠
」
を
付
し
た
。

註（
１
）　

 

滋
賀
県
東
近
江
市
五
個
荘
の
近
江
商
人
博
物
館
に
『
塚
本
家
譜
』
の
複
写
本
が
架
蔵
さ
れ
て
お
り
、本
稿
で
は
こ
の
複
写
本
に
含
ま
れ
て
い
る
『
塚

本
家
譜　

家
内
掟
及
定
款
』（
午
三
四
、「
つ
」）
の
な
か
の
「
規
則
守
福
路
」
を
底
本
と
し
た
。
文
書
番
号
は
同
博
物
館
の
整
理
番
号
で
あ
る
。

（
２
）　
「
し
の
ふ
草
」
塚
本
定
家
文
書
66
。

（
３
）　
「
先
祖
言
行
録
」
塚
本
定
家
文
書
41
、「
商
店
誌
」
塚
本
定
家
文
書
51
。

（
４
）　
「
し
の
ふ
草
」
塚
本
定
家
文
書
66
。

（
５
）　

末
永
國
紀
・
本
村
希
代
・
奥
田
以
在
「
近
江
商
人
の
道
中
記
『
木
曾
日
記　

二
』」『
経
済
学
論
叢
』（
同
志
社
大
学
）
第
五
八
巻
第
二
号
。

（
６
）　

塚
本
定
家
文
書
51
。

本
稿
は
、
平
成
一
八
年
度
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
特
別
補
助
高
度
化
推
進
特
別
経
費
大
学
院
重
点
特
別
経
費
（
研
究
科
分
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一

部
で
あ
る
。

四　
（
一
二
七
）
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「
規
則
守
福
路
」―

（
末
永
國
紀
）

「
（
表
紙
）

規
則
守
福
路
」

　
　

塚
本
家
掟
書
之
事

一　

上
之
御
法
度
堅
相
守
可
申
候

一　

火
之
用
心
大
切
ニ
致
し
可
申
候
事

一　

銘
々
身
の
分
限
可
相
弁
候
事

一　

無
益
之
殺
生
致
間
敷
事

一　

仕
入
物
定
品
之
外
時
之
流
光マ

マ

物
、
又
は
甚
奢
り
極
候
品
、
猥
に
買
入
致
間
敷
事

一　

 

旧
来
之
外
新
督マ
マ

意
初
候
ハ
ヽ
懸
方
初
度
之
払
悪
敷
候
ハ
ヽ
、
二
度
目
之
商
内
急
度
遠
慮
可
致
候
、
両
度
目
之
勘
定
不
埒
ニ
候
ハ
ヽ
三
度
目
商
内
停
止

致
、
精
々
以
自マ
マ

談
取
片
附
可
申
候
事
、
猶
旧
来
之
督
意
も
右
之
心
得
可
有
之
候
事

一　

本
帳
面
先
季
売
二
度
目
分
と
〆
高
別
ニ
致
、
一
ツ
に
合
〆
致
間
敷
候
、
金
子
之
入
帳
も
先

相
済
シ
可
申
候
、
猶
書
出
し
も
〆
別
ニ
相
認
可
申
候
事

一　

売
懸
不
得
止
年
賦
之
自マ
マ

談
ニ
致
候
ハ
ヽ
、
其
約
定
無
相
違
様
無
油
断
受
取
可
申
候
事

一　

毎
時
も
商
内
ニ
相
懸
り
候
迄
ニ
、
先
懸
不
残
様
取
集
メ
可
申
候
、
商
内
迄
ニ
六
ケ
敷
手
間
取
候
ハ
ヽ
、
商
内
之
節
皆
済
ニ
相
な
り
候
様
可
斗
候
事

一　

 

定
例
上
り
下
り欠

は
勿
論
、
他
出
致
候
ハ
ヽ
、
帰
次
第
路
次
之
諸
入
用
雑
費
帳
へ
相
記
可
申
候
、
又
何
程
心
易
き
方
ニ
候
共
、
都
而
諸
買
物
現
金
ニ
勘

定
可
致
候
、
併
督
意
先
ニ
而
取
得
か
た
き
懸
の
価
ニ
泊
り
、
又
は
買
物
致
候
儀
は
臨
機
応
変
之
事

一　

諸
品
仮
令
不
向
ニ
な
り
候
共
、
手
本
箱
有
物
帳
へ
尽
く
相
出
し
、
壱
品
も
不
洩
様
可
致
候
事

一　

 

本
帳
は
西
郡
一
冊
、
市
川
鰍
沢
河
内
一
冊
、
甲
府
町
方
東
郡
一
冊
、
金
銀
出
入
帳
一
冊
、
有
物
帳
一
冊
、
諸
雑
費
帳
一
冊
、
荷
物
番
附
帳
一
冊
、
仕

入
帳
一
冊
、
〆
八
冊
ニ
限
リ
可
申
候
事

一　

 

海
陸
運
賃
、
河
岸
水
揚
諸
泊
り
、
万
小
遣
諸
買
物
、
日
雇
人
馬
ノ
入
用
迄
も
諸
雑
費
帳
江
口
取
致
し
、
其
場
へ
明
細
ニ
相
記
し
可
申
事
、
但
シ
外
ニ

五　
（
一
二
六
）



第
五
九
巻  

第
一
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手
控
帳
一
人
ニ
壱
冊
ツ
ヽ
可
有
所
持
候
、
当
座
帳
は
時
宜
に
よ
り
て
冊
数
不
可
限
事
、
右
之
外
帳
面
猥
り
に
相
拵
候
儀
、
決
而
可
為
無
用
候
事

一　

 
旅
行
之
着
用
物
は
河
内
縞
に
限
り
候
、
尤
一
枚
ツ
ヽ
用
意
持
参
可
致
候
、
若
し
時
候
に
依
而
用
意
入
用
之
節
は
、
家
内
へ
其
趣
前
段
ニ
可
申
入
事
、

足
装
束
は
大
津
脚
半
、
同
甲
懸
ケ
わ
ら
し
、
足
袋
は
遠
州
之
半
低マ
マ

に
し
て
同
一
足
ツ
ヽ
用
意
之
事

一　

寒
中
履
料
之
足
袋
は
紺
を
用
ひ
可
申
候
、
支
配
方
は
白
に
候
共
不
苦
候
事

一　

 

仕
入
ニ
上
り
候
節
も
、
着
用
旅
行
と
同
断
之
事
、
足
袋
は
白
ヲ
用
候
而
も
、
紺
ヲ
用
ひ
候
事
、
わ
ら
し
足
袋
之
外
無
用
、
猶
其
時
候
之
羽
織
一
双
可

有
用
意
事
、
但
シ
随
分
見
苦
か
ら
む
様
、
土
足
乱
髪
心
を
附
可
申
候
、
甲
斐
々
敷
若
き
者
な
き
ハ
主
人
之
恥
に
候
間
心
得
可
申
候

一　

着
用
之
類
私
ニ
相
拵
候
儀
、
停
止
ニ
候
間
必
縦
に
拵
間
敷
候
、
不
自
由
之
儀
有
之
候
ハ
ヽ
無
遠
慮
家
内
へ
可
申
入
候

一　

 

美
服
は
当
家
之
掟
ニ
候
得
共
、
出
情
致
候
者
に
ハ
着
用
物
を
以
て
褒
美
可
遣
候
、
但
シ
褒
美
に
預
り
候
着
用
物
を
不
断
着
用
致
候
共
、
可
為
勝
手
候

事

一　

 

金
子
多
少
に
限
ら
す
上
セ
又
は
買
先
へ
送
り
候
ハ
ヽ
、
直
国
元
へ
急
度
案
内
可
申
上
事
、
且
店
卸
之
節
は
第
一
番
ニ
利
足
金
相
納
可
申
候
、
其
上
諸

勘
定
可
致
候
、
尤
定
例
用
意
積
金
相
預
ケ
可
申
候
事

一　

金
子
持
上
り
候
ハ
ヽ
直
相
改
、
主
人
江
相
渡
し
申
へ
き
事
、
并
ニ
諸
帳
面
不
残
持
上
し
可
申
事

一　

 

帰
国
致
候
ハ
ヽ
一
日
休
足マ
マ

致
、
翌
日
品
切
物
相
調
へ
此
品
数
書
出
し
有
物
帳
と
照
し
合
セ
、
品
切
物
一
々
相
認
メ
有
合
セ
候
以
金
子
ヲ
仕
入
物
心
積

仕
入
相
済
候
迄
、
私
用
ニ
罷
出
候
儀
可
為
無
用
事

一　

仕
入
相
済
候
ハ
ヽ
直
店
卸
可
致
候
、
其
時
に
よ
り
仕
入
前
に
暇
有
之
候
ハ
ヽ
直
勘
定
ニ
相
懸
り
可
申
候
事

一　

 

荷
開
き
之
節
は
、
先
手
ヲ
浄
め
、
海
上
守
護
之
御
札
直
ニ
燈
明
を
献
し
御
礼
可
申
上
候
、
左
候
は
ば
難
事
有
間
敷
と
被
存
候
、
次
ニ
仕
入
帳
と
仕
呂

物
引
合
セ
過
不
足
委
く
相
調
へ
違
事
有
之
候
ハ
ヽ
、
帳
面
へ
委
細
記
し
置
、
其
元
へ
参
り
候
節
差
引
勘
定
可
致
候
事

一　

帰
国
致
候
ハ
ヽ
上
へ
銘
々
挨
拶
致
礼
儀
可
有
之
候
、
召
遣
之
女
抔
へ
戯
れ
言
申
間
敷
事

一　

甲
州
方
商
内
定
時
之
事

六　
（
一
二
五
）



近
江
商
人
塚
本
孝
左
衛
門
家
の
家
訓―

「
規
則
守
福
路
」―

（
末
永
國
紀
）

　
　

四
月　

極
月
ニ
下
り
候
而
注
文
旁
懸
ケ
方
可
勤
候
、
越
年
し
て
正
月
二
日
例
年
之
通
り
商
内
可
致
候
事

　
　

八
月

　
　

拾
二
月

　
　

右
毎
年
三
度
ツ
ヽ
無
相
違
罷
下
り
可
相
勤
事

一　

駿
州
商
内
定
時
之
事

　
　

二
月

　
　

六
月

　
　

十
月

　
　

右
例
年
之
通
り
年
々
三
度
無
怠
惰
相
働
可
申
候
事

一　

 

商
内
仕
舞
候
ハ
ヽ
懸
方
之
隙
見
合
セ
何
一
品
も
不
洩
様
有
代
呂
物
帳
へ
相
記
し
可
申
事
、
其
上
ニ
而
格
別
多
分
残
り
候
品
、
又
其
品
之
向
き
不
向
見

斗
ひ
、
互
ニ
相
送
り
可
申
候
、
尤
仕
切
書
委
細
に
認
メ
、
書
面
ニ
封
し
指
出
シ
可
申
候
、
是
又
相
互
ニ
開
荷
次
第
、
仕
入
帳
へ
相
写
し
可
申
候
事
、

并
甲
駿
共
上
り
下
り
以
書
面
案
内
届
可
申
合
事

一　

 

主
家
へ
着
不
致
先
、
手
前
之
親
里
へ
立
寄
候
儀
可
為
無
用
、
主
家
へ
着
届
ケ
候
上
無
処
用
事
ニ
候
ハ
ヽ
、
其
趣
相
届
ケ
候
而
帰
り
可
申
候
、
併
前
条

之
通
り
仕
入
済
候
上
帰
村
可
致
候
、
兎
角
在
勤
中
は
主
家
を
我
内
と
心
得
へ
く
候
事

一　

諸
勝
負
事
遊
芸
堅
致
間
敷
候
事

一　

病
気
之
節
は
大
切
ニ
服
薬
加
養
可
致
候
事

　
　

 

右
之
条
々
は
、
当
家
之
掟
故
必
等
閑
に
相
心
得
間
敷
候
、
精
々
心
を
込
め
相
守
家
業
出
精
可
致
候
、
且
又
不
合
点
之
儀
有
之
候
ハ
ヽ
、
先
斐マ
マ

之
者
ニ

承
り
銘
々
其
分
限
相
守
無
益
之
費
冥
加
之
程
忘
却
致
間
敷
候
、
花
美
は
前
条
定
有
候
通
り
当
家
之
大
禁
物
也
、
他
家
花
美
な
る
を
見
て
も
倹
を
守
り

て
浦
や
ミ
申
間
敷
候
、
商
内
方
一
切
心
懸
、
諸
品
時
之
相
場
上
り
下
り
相
糺
候
而
売
々
可
致
候
、
右
之
規
方
自
他
共
猥
り
に
致
候
者
ニ
は
急
度
越
度

七　
（
一
二
四
）
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五
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可
申
付
候
、
努
々
無
怠
相
は
け
ミ
主
人
に
忠
を
思
ひ
、
自
分
も
立
身
の
期
可
心
懸
候
、
忠
孝
不
全
と
い
へ
共
親
江
の
孝
養
忘
間
敷
候
、
他
国
ニ
在
候

共
朝
夕
故
郷
の
両
親
へ
拝
礼
可
申
候
、
又
仏
恩
報
謝
之
称
名
不
可
怠
候
、
夫
々
身
の
分
限
に
不
応
衣
食
手
道
具
持
間
敷
候
、
余
力
を
見
て
文
を
学
び

手
習
十
露
盤
に
う
と
か
ら
ぬ
様
可
心
懸
候
、
若
し
心
得
違
之
者
有
之
候
ハ
ヽ
相
互
に
内
実
を
以
て
さ
と
し
合
ひ
、
万
一
相
不
用
は
主
人
へ
届
ケ
忠
勤

相
は
げ
ミ
可
申
候
、
人
に
応
答
致
候
ハ
ヽ
行
儀
正
敷
礼
儀
を
調
へ
柔
和
に
し
て
無
理
非
道
之
筋
聊
申
間
敷
候
、
猶
商
内
ニ
は
実
意
を
以
て
格
別
高
利

を
貪
り
申
間
敷
候
事
な
り

一　

 

当
家
之
小
間
物
商
売
は
荒
物
太
物
類
に
比
し
て
ハ
利
潤
も
少
々
多
き
事
ニ
思
候
共
、
時
之
流
光マ
マ

物
又
は
直
易
之
見
切
物
等
に
な
づ
ミ
買
入
し
て
商
内

に
臨
ミ
、
見
込
存
外
相
違
し
て
見
限
り
兼
、
持
越
し
て
懸
仕
入
之
融
通
に
ひ
び
き
渡
り
候
事
、
ま
ゝ
有
物
也
、
一
季
右
様
之
代
呂
物
二
つ
三
つ
も
出

来
候
時
ハ
、
店
卸
の
砌
是
に
引
き
連
て
太
物
荒
物
の
う
す
利
な
る
物
に
お
と
れ
り
、
依
而
家
之
者
に
何
時
も
不
易
之
品
数
を
あ
げ
て
此
余
猥
り
に
仕

入
致
す
間
敷
事
を
示
し
与
ふ

　
　

小
間
物
品
数
之
事

一　

唐
縫
は
り　

大
中
く
け　

大
中
小
茶
防

　
　
　
　
　
　
　

大
中
小
木
綿　

ゑ
り
〆　

仕
附

　
　
　
　
　
　
　

つ
む
き
く
け
ぬ
ひ　

き
ぬ　

三
楚　

壱
貫
弐
百
匁　

五
百
匁

一　

お
し
ろ
ひ　

時
宜
に
よ
る
べ
し　

但
し
品
数
多
き
ハ
無
用
、
又
売
先
直
段
問
ひ
合
セ
仕
入
可
致
事

一　

三
味
線
糸　

印
は　

十
二　

十
四　

十
六　

其
上
の
印
ハ
多
分
不
売

一　

唐
鏡　
　
　

駒
印　

成
駒　

白
木
類
色
　々

虎
印　

柿
ハ　

宇マ
マ　

辰　

巳　

馬　

羊マ
マ

迄

一　

小
は
せ　
　

六
歩
少
　々

駿
州
ハ
多
く
共
よ
し

一　

麻
糸　
　
　

一
名
衣
糸
也　

白
ハ
少
　々

紺
綛
多
く　

大
中
と
二
品
位
か
よ
し

（
九
九
九
）

八　
（
一
二
三
）



近
江
商
人
塚
本
孝
左
衛
門
家
の
家
訓―

「
規
則
守
福
路
」―

（
末
永
國
紀
）

一　

木
綿
紺
糸　

少
々

一　

ま
り
糸　
　

十
月

売
れ
初
ル
至
春
迄
也　

其
余
の
時
不
用　

茜
は
多
く
共
よ
し

一　

鈴
い
と　
　

時
節
同
断

一　

大
白
糸　
　

不
断
物
也　

少
々

一　

沢
木　
　
　

大
小　

但
シ
九
印
多
く
、
余
は
少
々

一　

金
引
ひ
も　

茜
紺
多
分　

笠
時
分
多
く

一　

唐
打
ひ
も　

三
印
多
く　

四
印
中
分　

五
印
中
位　

六
印
少
し　

七
印
も
少
々
也

一　

武
用
打　
　

少
　々

両
方
共
不
断
物
也

一　

羽
織
ひ
も　

不
断
物　

冬
は
其
内
多
し

一　

坪
糸　
　
　

二
印
多
く　

三
印
同　

四
印
同　

五
印
同　

六
印
中　

七
印
中
位　

八
印
中　

九
印
少　

十
印
少
々

一　

駿
河
打　
　

上
少
　々

中
少
し　

下
多
分

一　

玉
子
真
田　

五
分
多
く　

六
分
四
分
等
分　

六
分
ノ
一
重
モ
少
々

一　

色
替
り　
　

少
　々

五
分
斗
り
多
く

一　

ヘ
ル
ト
粉マ
マ

男
帯　

九
月

春
迄
也　

多
く
引
物
也

一　

子
供
帯　
　

か
ら
く
さ
多
く　

西
陣
織
中
位　

同
九
月

春
迄

一　

小
足
袋　
　

五
文　

六
寸　

六
半　

七
文
迄　

同
九
月

春
迄

一　

風
呂
敷　
　

立
き
の
少
々
よ
し　

常
も
少
々
よ
し　

八
九
月

二
月
迄
多
く

一　

黒
手
広
風
呂
敷　

少
　々

十
三
切
り　

二
幅　

二
五
幅　

三
幅　

少
々
ツ
ヽ

一　

並
革
筒　
　

不
断
物

（
九
九
八
）

九　
（
一
二
二
）
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一　

花
か
わ　
　

従
九
月
至
春
多
し

一　

革
ひ
も　
　

不
断
物

一　

か
み
す
り　

不
断
物　

其
内
冬
多
し

一　

き
せ
る　
　

同
不
断
物　

安
き
所
多
く
よ
し

一　

乙
金　
　
　

従
八
月
冬
物
也　

少
々

一　

表
具
釻マ
マ　

大
中
小　

重
目
ニ
記
し
候
へ
し

一　

た
ん
ざ
く　

並
物
多
く　

中
ハ
中
位　

上
ハ
少
々

一　

う
な
り　
　

少
　々

冬
仕
入　

春
売
也

一　

合
羽
装
束　

冬
少
　々

夏
仕
入

一　

莨
入　
　
　

向
き
選
ミ
少
　々

不
断
物

一　

同
金
物　
　

少
　々

不
断
物

一　

か
ん
さ
し
類　

少
　々

く
し
ハ
無
用

一　

半
ゑ
り
類　

少
　々

冬
物　

夏
物
少
々

一　

牡
丹　
　
　

白
黒
共　

四
歩　

五
歩　

六
歩
迄　

七
歩
ハ
少
々

　
　

荒
物
類

一　

扇
子　
　
　

春
四
月
入
荷　

白
扇
多
く
画
物
向
き
吟
味
易
物
多
し

　
　
　
　
　
　
　

冬
物
八
月
入
荷　

白
扇
多
く　

五
十
本
入
少
々
、
極
安
物

一　

朱
軸　
　
　

不
断
物　

六
分
少
　々

七
分
少
　々

八
分
多
く　

九
分
少
　々

一
寸
少
々

（
九
九
七
）

一
〇　
（
一
二
一
）



近
江
商
人
塚
本
孝
左
衛
門
家
の
家
訓―

「
規
則
守
福
路
」―

（
末
永
國
紀
）

一　

黒
軸　
　
　

不
断
物　

朱
程
ハ
不
売　

三
分
ノ
一
分
ハ
よ
し

一　

算
ば
ん　
　

大
三
口
斗
り　

不
断
物
也
少
　々

　
　
　
　
　
　
　

小
三
口
斗
り

一　

蘇
木　
　
　

不
断
物
少
々

一　

阿
膠　
　
　

少
々
多
く
千
本
也
、
三
千
ハ
中
位　

さ
ら
し
も
少
々

一　

雪
駄　
　
　

冬
と
盆
か
多
し　

不
断
物

一　

色
紙　
　
　

不
断
物　

八
月

春
迄
多
し

一　

美
の
紙　
　

同
断

一　

宇
田
紙　
　

両
面　

三
口
斗
り　

片
面
三
口
斗
り　

あ
さ
き
少
　々

花
色
少
し　

萌
き
仙
花
少
々

一　

吉
野
紙　
　

不
断
物

一　

金
銀
紙　
　

不
断
物

一　

六
七
字
紙　

同　

六
字
か
多
し

一　

青
浅
黄
土
佐　

少
　々

駿
河
は
青
多
し

一　

薬
袋
紙　
　

少
　々

駿
河
は
多
し

一　

朱
二
枚
つ
き　

不
断
物　

少
々

一　

志
け
紙　
　

不
断
物　

少
々

一　

更
紗
紙　
　

少
々

一　

砥
石　
　
　

白
ノ
四
十
入
り
多
く
、
次
ニ
五
十
入　

三
十
弐
入　

廿
四
入　

六
十
入

　
　
　
　
　
　
　

本
州
青
石
八
十
入
多
く　

合
砥
も
三
つ
は
多
し

（
九
九
六
）

一
一　
（
一
二
〇
）



第
五
九
巻  

第
一
号

一　

包
丁　
　
　

本
名　

キ
印　

印
つ
印
迄

一　

鉄　
　
　
　

羽
金　

た
ま
り

一　

く
き　
　
　

は
り
か
ね

一　

昆
布　
　
　

板
も
少
　々

冬
物
也　

京
極
松
葉
多
し

一　

蝋
燭　
　
　

不
断
物
也

一　

か
ら
か
さ　

夏　

日
傘
少
々

一　

か
ず
の
こ　

一　

は
ひ
ず
み

一　

胡
ふ
ん

　
　

太
物
類

一　

桟
留　
　
　

七
月
仕
入

一　

大
和
縞　
　

八
月
仕
入　

駿
州
岩
井
ニ
少
々
よ
し　

し
き
セ
物
ニ
も
よ
し

一　

裏
地　
　
　

七
月
仕
入

一　

生
紺
か
す
り　

二
月
仕
入

一　

晒　
　
　
　

鬱
金　

茜　

唐
綿　

紅
花　

不
断
物
也

一　

板
〆　
　
　

少
々
冬
物
也

一　

手
拭　
　
　

不
断

一　

唐
桟

（
九
九
五
）

一
二　
（
一
一
九
）



近
江
商
人
塚
本
孝
左
衛
門
家
の
家
訓―

「
規
則
守
福
路
」―

（
末
永
國
紀
）

　
　

呉
服
類

一　

太
織　
　
　

も
ミ　

ち
り
面

一　

帯
地　
　
　

秩
父　

絹

一　

鹿
子
絞
り
ば
な
し

右
之
呉
服
は
染
形
第
一
ゆ
へ
、
其
心
得
可
有
事

一　

代
呂
物
は
其
国
其
地
に
よ
り
其
時
の
流
光マ
マ

に
応
す
と
い
へ
共
、
当
商
内
信
甲
駿
豆
四
州
之
間
、
先
如
此
は
不
易
之
品
也

一　

即
此
年
三
年
之
間
、
京
攝
之
間
に
出
る
処
の
万
小
間
物
荒
物
呉
服
太
物
、
凡
手
に
触
ず
と
言
事
な
し
、
此
余
は
手
懸
さ
る
か
よ
し
と
知
へ
し

一　

 

万
之
代
呂
物
ハ
何
様
の
子
キ
物
に
て
も
夫
相
応
の
直
を
付
て
、
壱
本
の
は
り
と
て
も
埋
ミ
置
ぬ
様
に
手
本
を
出
し
、
又
は
手
本
帳
に
記
し
て
可
商
候
、

埋
ミ
置
時
は
い
よ
い
よ
天
性
ニ
背
き
利
潤
の
外
に
大
な
る
罪
あ
る
事
と
知
べ
き
な
り

一　

 

夫
人
ハ
一
世
無
難
に
し
て
愁
ひ
事
少
く
た
の
し
ミ
多
か
り
た
き
者
な
れ
と
、
浮
世
に
あ
ら
ん
か
き
り
ハ
、
人
倫
の
道
あ
り
て
日
々
当
然
の
務
お
こ
な

わ
ひ
で
ハ
か
な
わ
ぬ
も
の
な
り
、
人
貴
き
も
賎
し
き
も
ミ
な
其
上
々
あ
り
て
つ
か
ふ
ま
つ
る
人
あ
り
、
今
日
主
人
あ
る
者
ハ
主
人
に
仕
へ
、
親
有
者

ハ
其
親
に
つ
か
ゆ
る
に
、
同
務
を
行
ひ
か
せ
ぎ
て
、
身
を
立
家
を
お
こ
し
親
主
人
に
忠
孝
を
つ
く
し
安
楽
に
見
届
け
給
ハ
デ
ハ
、
人
間
の
役
目
立
が

た
し
、
人
ハ
世
を
お
わ
る
迄
何
程
富
み
栄
へ
て
も
是
に
て
最
早
安
楽
な
り
と
ハ
凡
夫
の
浅
ま
し
さ
に
思
ふ
事
ハ
な
ら
ぬ
者
也
、
お
ろ
か
な
る
者
ハ
此

事
を
仕
舞
此
用
を
遁
れ
早
く
安
心
せ
ば
や
と
思
へ
共
、
其
用
仕
舞
へ
ハ
仕
舞
次
第
に
又
重
き
用
事
出
来
候
て
つ
き
る
事
な
し
、
依
て
神
君
様
人
の
一

世
ハ
お
も
荷
を
お
ふ
て
遠
き
に
行
く
か
こ
と
し
、
急
く
時
ハ
心
神
つ
か
れ
、
怠
る
時
ハ
事
を
は
た
さ
す
し
て
功
跡
な
し
と
仰
ら
れ
、
御
屏
風
に
是
を

記
し
た
ま
ひ
、
自
ら
此
た
と
へ
を
儲
て
愚
昧
乃
者
に
さ
と
し
終
身
つ
と
め
お
こ
な
ふ
て
、
乱
れ
た
る
世
を
治
め
治
世
を
導
き
終
に
大
勲
功
を
遂
け
給

ふ
、
御
大
徳
の
余
慶
御
枝
葉
日
々
に
繁
茂
し
て
、
数
百
歳
の
今
に
い
た
る
迄
御
繁
昌
ま
し
ま
し
て
、
下
愚
の
我
ら
迄
も
其
恩
化
を
蒙
り
、
百
里
の
外

に
独
歩
し
て
何
の
愁
な
き
ハ
誠
に
あ
り
か
た
き
事
な
り
、
朝
夕
此
神
君
を
氏
神
と
と
も
に
お
か
み
可
申
候

（
九
九
四
）

一
三　
（
一
一
八
）



第
五
九
巻  

第
一
号

一　
 

天
道
好
還
と
申
て
車
の
輪
の
め
く
る
か
ご
と
し
、
何
事
ヲ
致
す
に
も
人
の
為
な
り
と
思
ふ
べ
か
ら
す
、
人
の
事
な
り
と
思
へ
ハ
物
ご
と
に
う
き
事
に

思
ふ
て
早
く
退
屈
し
怠
り
を
な
し
て
勲
功
遂
か
た
し
、
己ヲ
ノ
ガ働
の
事
ハ
皆
己
か
事
に
し
て
、
い
つ
れ
へ
も
行
ず
し
て
終
に
ハ
己
に
帰
る
者
也
、
ゆ
へ
に

積
善
の
家
に
ハ
必
有
余
慶
、
積
不
善
の
家
に
ハ
必
有
余
殃
と
聖
人
も
仰
ら
れ
き
、
し
か
し
善
悪
と
も
に
其
人
壱
代
に
む
く
ゆ
る
も
有
、
又
其
後
の
世

に
む
く
ふ
る
事
有
ゆ
へ
、
積
善
の
家
と
仰
ら
れ
て
人
と
ハ
の
給
わ
す
、
善
悪
の
軽
重
今
に
も
む
く
ふ
る
事
有
、
何
れ
に
か
か
な
ら
す
帰
り
来
る
者
也
、

其
例
し
ハ
古
来

多
き
事
ゆ
へ
各
か
ん
か
み
て
知
べ
し
、
少
し
も
た
こ
ふ
事
な
し
、
汝
に
出
る
者
ハ
汝
に
か
へ
る
も
の
な
り

一　

 

人
出
世
立
身
セ
ん
と
思
ハ
ヽ
兼
光マ
マ

法
師
か
徒
然
草
に
言
る
如
く
万
の
事
外
に
求
む
へ
か
ら
す
、
只
こ
ゝ
も
と
を
正
し
く
す
べ
し
、
清
献
公
か
詞
に
も

好
事
を
行
じ
て
前
提
を
問
ふ
事
な
か
れ
、
世
を
た
も
た
ん
道
も
か
く
や
あ
ら
ん
と
誠
に
此
一
言
味
ふ
べ
し
味
ふ
べ
し

一　

家
の
盛
衰
ハ
奢
と
倹
素
と
の
二
ツ
に
有
、
先
祖
ハ
何
れ
も
倹
約
に
し
て
家
を
興
し
子
孫
は
汰
侈
に
し
て
亡
ぶ

一　

 

物
壱
つ
何
に
よ
ら
す
天
の
器
物
な
り
、
さ
れ
ハ
其
道
理
を
真
に
さ
と
り
天
の
冥
鑿
ヲ
畏
れ
て
ほ
し
ひ
ま
ゝ
に
天
物
を
く
た
け
じ
と
思
ふ
べ
き
也
、
是

則
徳
を
な
す
の
本
に
し
て
子
孫
長
久
の
基
な
り

一　

世
に
楠
公
の
言
な
り
と
て
、
遊
ひ
も
度
か
さ
な
れ
ハ
た
の
し
ミ
な
ら
す
、
珍
膳
も
毎
日
向
へ
ハ
う
ま
か
ら
ず
と
言
へ
り
、
誠
に
尤
の
言
也

一　

 

予
、
廿
二
歳
よ
り
当
家
の
家
業
を
身
に
引
受
て
心
を
尽
し
候
事
、
筆
に
も
及
は
ぬ
事
に
候
、
日
記
に
記
し
置
候
ま
ゝ
恥
を
も
か
へ
り
み
す
家
の
者
斗

り
に
大
略
を
し
ら
し
む
、
其
比
は
今
と
違
ひ
年
々
の
商
内
二
度
に
し
て
、
甲
州
西
郡

初
め
河
内
の
商
内
取
仕
舞
、
直
に
駿
河
へ
下
り
同
注
文
受
取
、

又
甲
青
柳
へ
帰
蔵
し
て
荷
造
り
致
し
、
漸
々
其
内
に
日
数
も
四
五
十
日
移
り
候
得
は
、
直
当
季
売
の
西
郡
懸
ケ
方
取
集
メ
候
に
、
今
と
替
り
此
度
売

候
懸
過
半
ハ
受
取
候
事
ゆ
へ
、
金
高
も
多
か
る
べ
き
に
、
さ
ハ
な
く
て
甲
駿
〆
希
両
に
ハ
す
ぎ
さ
り
き
、
其
子
細
ハ
養
父
年
老
て
久
助
な
る
者
引
受

て
致
し
候
に
、
商
内
方
心
懸
ケ
う
す
き
ゆ
へ
、
遠
慮
す
べ
き
督
意
江
等
閑
に
う
り
込
ミ
候
程
の
者
ゆ
へ
、
よ
き
督
意
は
、
少
し
取
入
る
に
気
苦
労
ゆ

へ
跡
の
始
末
も
か
へ
り
み
す
小
店
の
心
安
く
候
ま
ゝ
に
万
事
お
こ
た
り
、
其
上
終
に
邪
な
る
心
を
生
し
、
代
呂
物
抔
多
分
私
を
な
し
退
て
其
身
を
た

も
た
ん
と
セ
し
か
、
是
も
不
儀
の
宝
ゆ
へ
い
つ
か
き
へ
失
セ
て
、
此
節
の
有
様
浅
間
敷
き
事
に
聞
へ
候
、
無
智
の
者
か
へ
す
か
へ
す
不
便
に
覚
へ
候
、

丁
度
其
後
を
我
引
受
候
得
は
、
様
々
と
心
労
し
て
督
意
毎
に
古
き
懸
ケ
の
多
く
積
り
不
向
の
仕
入
者
等
預
ケ
置
抔
し
手
も
付
け
ら
れ
ぬ
事
共
多
か
り

（
九
九
三
）

一
四　
（
一
一
七
）



近
江
商
人
塚
本
孝
左
衛
門
家
の
家
訓―

「
規
則
守
福
路
」―

（
末
永
國
紀
）

し
ゆ
へ
、
此
侭
相
続
も
覚
束
な
く
思
わ
れ
し
ま
ゝ
、
幾
度
か
女
ゝ
敷
き
心
お
こ
り
退
か
ん
や
と
思
へ
共
、
一
旦
親
子
と
契
り
時
の
か
た
き
を
見
て
退

く
ハ
男
子
の
甲
斐
な
き
事
と
思
ひ
、
又
発
憤
し
て
一
度
も
此
事
と
ハ
父
母
に
申
さ
ず
、
其
節
独
り
心
の
内
い
か
斗
り
苦
し
か
り
し
か
、
其
比
幸
ひ
直

治
郎
言
者
心
に
忠
を
思
ふ
か
ゆ
へ
、
志
を
合
セ
て
一
ト
志
ゆ
へ
辛
苦
を
わ
か
ち
務
め
け
れ
と
、
此
直
治
郎
ゆ
へ
あ
り
て
当
家
に
縁
な
く
次
の
春
ハ
す

ぐ
に
身
退
き
、
や
む
事
を
得
ず
清
吉
を
手
先
に
遣
ひ
候
内
、
又
此
者
も
旅
行
の
い
と
な
ミ
ハ
こ
の
ま
す
と
て
暇
を
乞
ゆ
へ
、
心
有
ら
ハ
此
時
に
我
を

た
す
く
べ
き
に
今
退
か
ん
と
言
ハ
所
詮
た
の
ミ
な
き
志
と
見
て
、
兎
角
の
言
な
し
に
親
に
か
へ
し
、
其
後
独
り
の
上
り
下
り
忙
敷
事
夜
を
日
に
つ
ぎ

て
月
日
の
過
る
を
も
打
忘
れ
千
辛
万
苦
の
内

猶
是
に
て
ハ
墓
々
し
か
ら
す
と
思
ひ
、
一
度
の
数
を
増
し
て
夫

年
に
三
度
の
商
内
と
ハ
な
し
ぬ
る

か
、
只
我
身
壱
つ
の
は
た
ら
き
な
れ
バ
跡
に
も
前
に
も
憂
き
を
語
る
友
も
な
く
、
常
に
つ
か
れ
を
し
の
び
て
旅
亭
の
燈
に
書
を
詠
め
て
心
を
な
ぐ
さ

め
候
ハ
ヾ
、
或
時
北
条
泰
時
の
歌
を
見
て
甚
た
感
を
催
し
、
賢
愚
の
違
ひ
貴
賎
の
隔
て
道
の
大
小
ハ
た
と
ふ
べ
き
に
あ
ら
ね
共
、
今
我
心
に
同
し
き

事
と
独
り
い
よ
い
よ
労
を
か
へ
り
見
ず
、
有
う
ち
星
霜
の
移
り
安
き
此
年
単
簡
の
中
ニ
三
年
の
光
陰
を
送
り
、
漸
々
あ
ら
ま
し
ハ
商
内
の
法
も
つ
け
、

上
り
下
り
の
時
節
も
定
り
け
れ
ハ
、
是

い
よ
い
よ
他
事
な
く
後
栄
を
は
か
る
べ
き
事
に
そ
思
ひ
候
、
我
家
の
者
予
か
志
を
た
す
け
長
く
患
楽
を
同

し
う
セ
ん
事
を
待
る
な
り

一　

北
条
泰
時
の
歌
に

　
　
　

こ
と
し
け
き
世
の
習
ひ
こ
そ
物
憂
け
れ

　
　
　
　
　

花
の
散
な
ん
春
も
し
ら
れ
ず

　
　

 

此
泰
時
と
申
人
ハ
天
下
の
政
事
を
つ
か
さ
ど
る
事
を
う
け
つ
ぎ
て

万
民
の
愁
を
た
す
け
、
君
の
為
に
志
を
尽
し
忠
の
為
に
私
を
わ
す
れ
欲
を
離
れ

て
昼
夜
寝
食
を
安
く
せ
ず
、
承
久
の
後
四
海
泰
平
に
き
せ
し
も
此
人
の
徳
を
も
っ
て
の
ゆ
へ
な
り
、
歌
ハ
世
に
か
ゝ
ら
わ
ぬ
人
ハ
月
花
に
心
を
な
ぐ

さ
む
る
も
あ
れ
ど
、
我
ハ
政
事
に
心
を
労
し
世
の
中
安
か
ら
ん
事
の
ミ
思
ひ
て
、
月
の
夕
花
の
朝
た
も
そ
れ
と
し
ら
す
と
述
懐
の
心
に
て
此
歌
よ
め

り
と
聞
ゆ

一　

 

此
書
ハ
当
家
の
者
よ
り
し
て
必
他
の
人
に
み
せ
候
事
堅
く
無
用
ニ
候
、
た
と
へ
親
兄
弟
た
り
共
洩
す
事
有
間
敷
候
、
定マ
マ

治
郎
か
義
理
有
家
の
事
抔
相

（
九
九
二
）

一
五　
（
一
一
六
）



第
五
九
巻  

第
一
号

記
し
、
且
文
盲
な
る
者
と
人
に
笑
わ
れ
ん
も
は
づ
か
し
く
候
間
、
ゆ
め

く
他
見
有
間
敷
候
、
只
我
家
に
此
規
法
を
立
て
、
若
き
者
に
告
げ
し
ら
せ

る
為
の
序
に
心
得
に
も
な
り
候
て
主
従
両
全
の
は
し
と
も
な
れ
か
し
と
記
し
候
事
ゆ
へ
、
其
分
心
得
可
有
候
、
国
に
法
度
な
く
家
に
規
矩
な
く
て
ハ

風
儀
乱
れ
て
わ
ざ
わ
ひ
お
こ
り
安
く
候
間
、
規
矩
な
く
て
ハ
叶
わ
ぬ
事
ゆ
へ
、
前
条
に
儲
け
候
掟
ハ
当
家
の
法
度
ゆ
へ
家
風
を
乱
し
候
ハ
ヽ
不
忠
の

名
を
う
く
べ
く
候
間
ま
わ
り
遠
き
事
と
思
ふ
共
必
心
得
可
被
申
候
、
猶
上
の
者

次
の
者
へ
又
子
供
迄
夜
も
申
聞
す
へ
き
者
也

　
　

尓
時
嘉
永
元
戊
申
冬
十
月
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

於
甲
陽
青
柳
〈
小
店
土
蔵
録
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

塚
本
貞
治
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

信
好
花
押

　
　
　
　

甲
州
店
支
配
方
先

　
　
　
　
　
　

利
兵
衛
に
預
ケ
渡

　
　

 

尚
々
家
の
者
主
人
の
意
を
し
ら
ず
ん
ハ
万
事
齟
齬
す
る
事
あ
り
て
、
労
し
て
功
な
し
、
さ
れ
ハ
詮
な
き
業
と
な
り
ぬ
、
故
に
此
書
を
贈
る
余
力
の
い

と
ま
是
を
も
っ
て
主
人
の
胸
中
さ
つ
せ
ら
る
へ
く
候
、
心
を
せ
め
て
努
々
お
こ
た
り
有
間
敷
頼
ミ
入
候
、
此
書
を
預
り
候
者
を
支
配
の
印
と
さ
た
む

べ
し
、
立
身
の
後
次
の
者
に
譲
り
候
ハ
ヽ
主
人
江
相
届
ケ
候
上
、
そ
の
さ
し
図
を
以
て
相
渡
し
可
申
候　

以
上

（
九
九
一
）

一
六　
（
一
一
五
）
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